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１．はじめに 

富士山は独立峰であるため, 自由対流圏に位置する山頂

での大気観測は, 周辺の人為的排出源の影響をほとんど受

けない. したがって, 富士山頂での大気汚染物質濃度の測

定は, 越境大気汚染の評価やバックグラウンド濃度の測定に

適している. 山頂では, 2008年からCO, O3, SO2の濃度測定を

行なっているが, 観測期間は商用電源が利用できる夏の間

だけに限られている. そこで, 2020年8月から, 富士山の中腹

に位置する太郎坊にて通年観測を開始した. 太郎坊が自由

対流圏に位置していれば, 商用電源が利用できる夏に限ら

ず, 通年での自由対流圏の大気の観測が実現できる. 

 

２．観測方法 

2020年8月から富士山の南東に位置する太郎坊（標高約

1300m）にてCO, O3, SO2濃度の測定を開始した. COは赤外吸

収法, O3は紫外吸収法, SO2は紫外発光法を原理とする測器

を用いた. （Thermo Environmental Instrument社の Model 48C, 

Model 49C, Model 43C）. また, CO計とSO2計については, 毎

時0〜15分にゼロガスを入れベースラインの補正を行なった. 

 

３．測定結果 

太郎坊では,図1に示したようにCO, O3ともに冬から春は高

濃度, 夏は低濃度となる季節変動が観測された. また, 図2に

示したように日中に高濃度, 夜間に低濃度となる日内変動が

観測された. 日中にCO, O3濃度が高くなる原因は, 日中の気

温上昇によって, 麓の都市部の汚染空気が太郎坊まで運ば

れるためだと考えられる. 一方, 夜間は都市部の影響を受け

ず, 比較的きれいな大気が測定されたと考えられる. したが

って, 夜間のデータだけであれば, 富士山頂のように自由対

流圏の大気を観測することが可能であると考えられる. 

太郎坊でのSO2濃度は, 夜間は比較的安定しているが, 昼

間に頻繁にスパイク的なピークが観測された. 大気中の主な

SO2の排出源は化石燃料の燃焼と火山ガスである. 化石燃料

の燃焼が排出源である場合, SO2の濃度変化はCOの濃度変

化と連動するはずである. しかし, 太郎坊では, SO2濃度のピ

ークとCO濃度のピークは連動しておらず, SO2の排出源は火

山ガスであると考えられる.

図1 CO, O3の月平均濃度変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 CO, O3濃度の季節ごとの平均日内変動 

0

10

20

30

40

50

60

0

50

100

150

200

M J J A S O N D J F M A M J J A S O N D J F M A M J J A S O N D J F M A M J J A S O N D J

O
3

 (
p

p
b
)

C
O

 (
p

p
b
)

2020 2021 2022 2023

100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

C
O

 (
p

p
b
)

hour in a day

20

25

30

35

40

45

50

55

60

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

O
3

(p
p

b
)

hour in a day

Spring

Summer

Autumn

Winter


